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第20回　雲山会の報告です

10月15日（日）晴れ　　古光山（953M）後古光山（892M）に登ってきました。

近鉄名張駅に伊藤L　柳楽SL　荒木　池田　尾崎　三原　山口　川路と

8人集まりました。

今回は名張駅からタクシーで登山口まで行き、山に取り付きました。

タクシーの中から「この辺の山はみな断崖絶壁だなー」って見ていました・・が

やっぱり　ササヤブの山道に入ってすぐ滑り落ちそうな急坂が待っていました。

急坂をクリアしたと思ったら、崖が待っていました。崖をよじ登る・・・感じ

岩と岩の間に木の根がびっしり張っていて、その木の根を掴んで岩に足をおいて

「よいしょ　よいしょ」と重たいお尻を持ち上げるんです。

山道を歩くときは、木の根がじゃまですが、今回はすっごく役に立ちました.

昔天狗が住んでいたと言われている古光山を登って下って（下りはもっと怖い）その先の後古光山も、また登って下って、その間ほとんどが崖道だったし、尾根も痩せていました。

高御位山も大変でしたが、この山も大変でした。でも　どちらもお天気が良かったので,我々軟弱パーティでもクリア出来ました。　スリル満点の貴重な体験が出来ました。

曽爾高原を経て倶留尊山まで縦走する予定でしたが、全員ぐったり疲れたのと最終バスの時間が気になるので、倶留尊山は断念して曽爾高原のススキの中を通ってバス停に向かいました。

ソニー高原のススキ　今盛りでした。銀穂にはちょっと早いかなーって感じでしたが、風が吹くと穂がゆれて、きれいでした。　ここはマイカーで来た人でいっぱいでした。

今回のリーダーの伊藤（１２）さんと柳楽（１１）さん有り難うございました。

